
令和６年度全国学力学習状況調査の結果から
校長 西島常徳

今年の４月18日（木）に実施された全国学力学習状況調査の結果が公表され
ましたので、お知らせします。この調査は全国一斉の調査であり、学校における
子供たちへの教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てることが目的です。小
学校では、６年生を対象に教科（国語・算数）と生活習慣や学校環境に関する質
問紙が実施されました。
【学力に関する調査】

２学期に入り，校内では先生方の「一人一研究授業」が始まっています。一人一研
究授業は，授業をする先生方の指導力向上や授業改善を目的に，毎年実施しています。
今年度は，多くの先生方が「個別最適な学び」や「協働的な学び」を意識した授業を

結果を見ると、早町小の児童の正答率は全国平均より高いことが分かります。 実践しています。子供たちの学力向上のために先生方も頑張っています。
ただ、詳細に分析すると、国語では「資料を活用するなどして、自分の考えが伝
わるように表現を工夫する」、「日常的に読書に親しみ、読書が自分の考えを広げ
ることに役立つことに気が付く」。算数では「問題場面の数量の関係を捉え、式
に表すことができる」の設問において、正答率が全国平均より下まわっているこ
とが明らかになりました。今後は子供たちの実態と課題に応じて学習指導方法を
改善していきたいと思います。
【生活習慣等に関する調査】 ※下の表は調査項目を抜粋して掲載

質 問 項 目 早町小 鹿児島県 全国
毎日、同じくらいの時刻に寝ている。 69.3％ 81.3％ 81.0％
自分には良いところがある。 61.6％ 81.2％ 83.5％ 【５年算数 加治屋教諭】 【２年国語 平馬教諭】
将来の夢や目標がある。 84.6％ 85.7％ 81.5％
結果を見ると、「寝る時間」がまちまちであることが分かります。日によって

は十分な睡眠時間が確保できないこともあるのではないでしょうか。学習活動を
支える家庭習慣ですので、御家庭でも話題にしてみてはいかがでしょうか。「自
分には良いところがある」と思っている児童が少ないようです。「自己肯定感」、
「自尊感情」につながる重要な要素だと思います。教師も含め、大人が子供に対
して、積極的に「任せる、認める、褒める」関わり方が大切だと思われます。 ９月10日（火）に５・６年生を対象とした「ス
～歴史上の人物の名言から～ マホ・ネット安全教室（オンライン）」を実施しま
「やってみせ、言って聞かせて、させてみせ、ほめてやらねば、人は動かじ。」 した。子供たちはスマホやインターネットを利用

山本五十六 する際の危険性や注意点について学びました。
ほんのひと言 御家庭でも利用する時間の長さやアプリなど，
朝夕の涼しい風から、秋の気配が感じられる季節になりました。度重なる台風 再度，話題にしていただけるとありがたいです。

の襲来を経ながら２学期がスタートしました。校内では花や木が折れたり、枯れ また，子供たちが利用しているスマホにはフィ
たりと台風の脅威を感じながらも、最近はそこから新しい芽を見つけると嬉しく ルタリングの設定はしてあるでしょうか。こちら
なります。自分は子供たちの元気な笑顔と声、花や木々に活力をもらっているこ も確認をお願いします。
とにふと気が付き、ありがたいなあという気持ちで過ごしています。
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令和６年度学力の結果

早町小 鹿児島県 全国

早町小 鹿児島県 全国（公立） 全国との差

国語 82.0 69.0 67.7 14.3
算数 84.0 62.0 63.4 20.6
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